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ABSTRACT
　The utilization of renewable energy can contribute to“clean”development 
based on regional resources. Given the natural resources available in Japan, 
there is great potential for small-scale hydroelectric power generation and 
biomass energy production to advance community-based development of 
this kind. This paper provides a consideration of some of the socio-economic 
prerequisites for the appropriate growth of sustainable energy development as 
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量は 1340万 kWで，1位ドイツ 536万 kW，2位スペイン 316万 kW，日本は





























ラー・ワン」は 120haに 18万 2400個の鏡を敷き詰めた発電所であり，6万
4000kWの発電能力を持っている。2007年時点でアメリカの太陽熱発電は 42




















に導入され，累積で 1億 2080万 kWになっている。1位アメリカ 2517万 kW，
2位ドイツ 2390万 kW，3位スペイン 1679万 kWと欧州・アメリカが主導し
ているが，アジアでもインド，中国が急成長をとげて 4位，5位を占めている。
















（2000年）は，社会的条件も考慮した「実際的潜在量」を 250～ 500万 kWと












































































号（2005. 12. 24）」。産経新聞，2004年 4月 4日。地熱発電については，『日経エコロジー』







































































































イオ燃料 13％であり，04年に対する伸び率でも太陽光は 6倍，風力は 2.5倍
と最も成長の著しい分野になっている。発電容量の国別順位を見ると，1位・
中国 7600万 kW，2位・米国 4000万 kW，3位・ドイツ 3400万 kWで，日本






























































発電容量 買取価格 買取期間 買取価格低下率















































海洋 6.19～ 9.1 2008年以後は 2















































































































率 2258％，第 2位は福島県柳津町 1775％，第 3位は熊本県五木村 1301％であ
る。県レベルで見ると，大分県の 31％を筆頭に秋田，富山，岩手，長野，鹿
児島，青森の 7県が 10％以上を賄っている。自然エネルギーの内訳を見ると，















































































































































































会ネットワーク『バイオマス白書 2006（ダイジェスト版）』。『AERA』2001年 7月 2日号。
オーストリアの林業・林産業については，『季刊・木質エネルギー』2005年夏号，秋号。
日本林業経営者協会『林経協月報』2002年 4月号，11月号を参照。
117循環型社会のエネルギー基盤：自然エネルギーの可能性
期的には食料の地域自給とエネルギーの地域自給をつなぐ結節点の役割を果た
すことになるであろう。そのような取り組みは，環境学習やエコ・ツーリズム
などの活動の舞台にもなる。上伊那地域は木質バイオマスをベースにした地域
づくりの一つのモデルであり，農業と林業を結びつけながら栽培・植林から収
穫・伐採，具体的利用に至る有機的流れの中で体験・学習する長期滞在型の体
験カリキュラムを作っている。「地域を拓く木質バイオマス」を支える一番の
ベースは，木の持っている素晴らしさを体験し理解してもらうことである 
（12）
。
（12）緑化推進環境改善協会『信州・伊那谷発　バイオマスをひろめよう !』2002年。炭の
活用については，農文協編『土・作物を変える不思議なパワー　炭とことん活用読本』農
山漁村文化協会，2008年を参照。
